
全国初！！機能性表示食品

冷凍ほうれん草の取り組み

～ＩＯＴを活用した加工業務用

「インテグレーションモデル産地」づくりに向けて～

令和元年11月22日

株式会社ジェイエイフーズみやざき
代表取締役専務 税田 勇
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資料３



当社は、宮崎県西都市にて

冷凍野菜・カット野菜の製造・販売を行っております。
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西都市中心部のやや北側に位置し
ます。
宮崎市内から車で４０分程度です。

フードビジネスを展開 自社農場
１１ha



（株）ジェイエイフーズみやざきの概要

会社概要
社名 株式会社 ジェイエイフーズみやざき
取得資格 農地所有適格法人・認定農業者
資本金 100,000千円
所在地 宮崎県西都市大字南方3398番
会社設立 平成22年4月6日
操業開始 平成23年8月

事業内容

製造販売
・冷凍野菜
・カット野菜

自社農場運営９年目へ。
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区分 品目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

冷凍
野菜

ほうれんそう

さといも

ごぼう

小松菜

オクラ

大根

人参

ピーマン類

ズッキーニ

マンゴー

カット
野菜

キャベツ

レタス

その他

「冷凍野菜・カット野菜原料」年間スケジュール

契約栽培を中心に、年間計５，２００ｔの原料を加工。
（冷凍事業は、ほうれんそう：７０％、さといも１５％、

ごぼう５％の３品目で、全体の９０％を占める。）

カット原料：１，２００ｔ/年

冷凍原料：４，０００ｔ/年
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45,448

421,503

727,647

1,196,630

1,466,003
1,582,579

1,708,272
1,567,840
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H23実績 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29実績 H30実績

凍菜売上高 カット野菜売上高 原料売上 その他

工場稼働後の売上推移

冷凍野菜の順調な伸びと、カット野菜開始による事業規模の
確保で、平成３０年度末で１５．６億円

単年度
黒字

単年度
黒字

単位：千円
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「事業の特徴①」

工場をつくって産地をつくった
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「ジェイエイフーズみやざき」事業の特徴①

周辺２０ｋｍ圏内で契約栽培することで、収穫後３０分以内に
工場持ち込みで、高い鮮度を実現！

宮崎中央・西都・尾鈴地区での
加工用ほうれんそう契約栽培

９６ha（Ｒ１年度実績）

２０ｋｍ
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加工用ほうれんそうの主な生産管理工程イメージ

土作
り

播種
防除
①

中耕 除草
防除
②

追肥 収穫

は種

防除① 防除②

中耕・除草

収穫

法人への
受託可能

生産者が
対応

分業化

約８０日〜１４０日間栽培
青果用の

２倍～３．５倍
の生育期間
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冷凍加工用ほうれんそう
機械収穫の状況

①収穫期台数 ４台。

②２班体制（３名１組）で収穫。

③２台で１ha/日（約３０t）を収
穫。

（１０aを４０分程度で収穫）
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栽培を工程管理する手法

「生産者との間で合意し
た生産工程」に基づき、
土壌診断、土づくり、は
種、除草、防除、施肥な

どを実施

①栽培工程のマニュアル化

クラウド型「生産管理シ
ステム」を活用し、圃場
位置情報、面積などを

デジタル化
②工程管理のシステム化

③フィールドコーディネーターによる
定期巡回

「生産管理システム」を
活用し、フィールドコー
ディネーターが週１回

の巡回時に生育管理、
収量時期、収穫量を

予測
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ものづくりを支援するために

生育状況確認 クラウドにアップ

「生産管理システム」による圃場管理の実践
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～システムと連動することで、栽培工程の見える化と早期対策を実現～

圃場カルテ

圃場リスト

周辺環境生育状況をほうれん草の
「高さ」と「見た目」で把握し、

システムにアップ

独自の「生産工程管理システム」で生育をモニタリング

周辺環境の確認
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「農家所得の増大に向けて」
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連携

連携

すべての工程管理過程での信頼性向上へ！

播
種

栽
培

収
穫

加
工

販
売

県版ＧＡＰ
（優良農業規範）

ＩＳＯ２２０００
（食品安全マネジメントシステム）

以前

ＧＬＯＢＡＬ Ｇ.Ａ.Ｐ
（２０１８年５月２４日取得）

ＦＳＳＣ２２０００
（２０１８年８月２９日取得）

現在

第三者認証に基づく「ＧＦＳＩ認証国際規格」
を取得し、更なる信頼性の向上へ！

※GFSI(グローバル・フード・セーフティ・イニシアチブ）⇒食品安全マネジメントの管理を通してフードサプライチェーン
全体の安全性を向上するための国際的な取り組み。 14



機能性表示食品の取組み

当社の主力商品「宮崎育ちのほうれんそう」は、
機能性表示食品として消費者庁に受理されました。

ルテインは光による刺激か
ら目を保護するとされる網
膜（黄斑部）色素を増加させ
ることが報告されています

ルテインが含まれています

紫外線あるいは可視光のうち青色光は、強いエネルギーを持っており、細胞の光酸化の原因となります。
特に、目のように曝露された組織の細胞は影響を受けやすいと言われています。網膜色素であるルテイン
は、抗酸化作用と青色光吸収作用により、光の刺激から目を保護する働きがあります。

県内初!!
冷凍野菜
全国初!!
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＜原料＞

ＧＬＯＢＡＬ

Ｇ.Ａ.Ｐ

＜製造＞

ＦＳＳＣ

２２０００

＜販売＞

機能性

表示食品

企業価値はますます向上！

世界水準 最高品質
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「新たな取組み」
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スマート農業の展開

スマート農業とは、ロボット技術やICTを活用して
超省力・高品質生産を実現する新たな農業のこ

と。

農業データプラットフォーム
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土壌環境のモニタリング

圃場での
土壌モニタリング

「土壌環境モニタリング・ソリューション」の開発

土壌センサ

露地野菜での

「土壌環境見える化」

「生産管理システム」
での圃場情報一括管理を実現

時期を逸することなく、最適な管理ができる環境へ！
⇒ 生産性向上、低コスト化

※この事業は、ラピスセミコンダクタ宮崎（株）様との連携により、「みやざき農商工連携応援ファンド」採択事業として実施します。

リアルタイム測定
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地上からでは把握しづらい圃場内での部分的な生育不良を
的確に把握して、さらに細かな生育管理が実施できないか？

ドローンを活用した「圃場内生育状況の把握」

※この事業は、 九州沖縄農業研究センター様との連携により実施します。

上空から空撮することで「圃場全体の状況を把握」し、
「ばらつきの見える化」による生産管理対応へ！

5.9 8.2 9.4 7.8 8.2 8.6 9.0 7.8 7.8 7.5

6.3 9.4 9.8 9.0 9.0 9.8 9.4 8.2 9.0 7.8

5.9 8.2 8.6 8.6 9.0 9.4 9.0 8.2 8.2 7.8

5.5 7.8 8.2 8.2 9.0 9.4 8.6 8.2 8.6 7.8

5.9 8.2 8.6 9.0 9.8 9.4 9.0 8.6 8.6 7.8

5.9 8.2 8.6 9.0 9.8 9.8 9.0 8.2 8.6 8.2

5.5 7.8 8.2 8.2 8.6 9.0 8.6 8.2 7.8 7.5

4.7 7.8 8.2 7.5 7.8 8.2 8.6 8.2 8.2 7.5

4.7 7.5 7.5 7.5 7.5 8.2 8.2 7.8 8.2 7.1

4.3 6.7 7.1 6.3 6.3 6.7 6.7 5.9 6.3 5.1

植被率による評価
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土壌センサーでの気
温、湿度、生育状況、作

業状況確認

地中温度、水分量、
ECなど

ドローンでの生育状
況確認、圃場内ばら

つき確認

精度の高い「データ集約・分析」
⇒タイムリーな対策実現へ

今後の圃場生産管理のイメージ
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今後の取組みに向けたこだわり

直結 価値

地域 連携
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今後の取り組みに向けて
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